
営
利
産
業
と
し
て
市
場
に
差

し
出
す
―
―
こ
れ
が
政
府
の

社
会
保
障
「
改
革
」
の
全
体

像
だ
。「
必
要
な
医
療
は
保

険
で
給
付
す
る
」
と
の
皆
保

険
制
度
の
本
質
が
機
能
し
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

政
府
は
、
社
会
保
障
制
度

「
改
革
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
に

基
づ
く
医
療
・
介
護
改
悪
の

第
２
弾
と
し
て
、
来
年
の
通

常
国
会
へ
関
連
法
の
提
出
に

向
け
た
動
き
を
強
め
て
い

る
。
社
会
保
障
の
理
念
を
骨

抜
き
に
す
る
「
改
革
」
に
反

対
を
表
明
し
、
安
心
の
医
療

・
介
護
の
実
現
へ
声
を
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

 

（
つ
づ
く
）

が
露
骨
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
。
民
間
議
員
の
提
案
で

は
、
疾
病
の
種
類
で
自
己
負

担
割
合
を
変
え
る
こ
と
を
要

求
。
風
邪
な
ど
の
軽
い
病
気

は
７
割
負
担
と
す
る
よ
う
政

府
に
迫
っ
た
。

で
抑
制
」
す
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。
こ
の
方
向
で
進
め

ば
、
公
的
医
療
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
は
低
下
し
、
給
付
範
囲

の
縮
小
を
招
く
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
保
険
か
ら
押
し
出
さ

れ
た
部
分
は
、
新
た
な
営
利

市
場
で
調
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
さ
に
国
民
の
自
助

努
力
を
強
要
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
が
議
長
を
務
め

る
産
業
競
争
力
会
議
で
は
、

公
的
保
険
を
破
壊
す
る
議
論

　

他
方
で
、
厚
労
省
は

「『
国
民
の
健
康
寿
命
が
延

伸
す
る
社
会
』
に
向
け
た
予

防
・
健
康
管
理
に
関
す
る
取

組
の
推
進
」
を
計
画
。「
２

０
２
５
年
度
ま
で
に
医
療
・

介
護
給
付
費
を
５
兆
円
規
模

　

政
府
が
昨
年
６
月
に
公
表

し
た
「
健
康
・
医
療
戦
略
」

で
は
、
医
療
・
介
護
分
野
を

営
利
産
業
に
変
え
て
い
く
方

針
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
柱
と
し
て
、
①

公
的
保
険
に
依
存
し
な
い
健

康
寿
命
産
業
を
育
成
②
公
的

住
宅
等
を
担
う
産
業
を
創
出

―
―
な
ど
を
明
記
。
国
民
に

対
し
、「
公
的
保
険
に
頼
ら

ず
、
健
康
管
理
や
疾
病
・
介

護
予
防
は
新
し
い
産
業
を
利

用
せ
よ
」
と
求
め
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

保
険
外
の
疾
病
予
防
、
健
康

管
理
サ
ー

ビ
ス
の
創

出
③
家
事

代
行
サ
ー

ビ
ス
、
高

齢
者
向
け

打
ち
出
し

た
。
健
康

管
理
や
疾

病
予
防
に

取
り
組
ん

だ
人
を
優

遇
す
る
一
方
、
無
関
心
な
人

に
は
保
険
料
を
引
き
上
げ
る

ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
に
他
な

ら
な
い
。

　

医
療
・
介
護
の
給
付
減
・

負
担
増
の
強
化
で
保
険
外
に

追
い
や
っ
た
部
分
を
新
た
な

　

同
会
議
を
踏
ま
え
、
６
月

24
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
成

長
戦
略
」
で
は
、「
健
康
・

予
防
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を

掲
げ
、
個
人
・
保
険
者
へ
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
の
制
度
づ
く
り
を

基基  
軸軸
危
機
に
瀕
す
る

危
機
に
瀕
す
る

医医  

療
・
介

療
・
介  

護護
❷❷

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之公

的
保
険
狭
め
営
利
化
狙
う

社
会
保
障
骨
抜
き
の「
改
革
」


